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↓

勤

皇

の

化

身

　

近
年
吾
が
國
家
は
未
曾
有
の
非
常
時

に
遭
遇
せ
り
・こ
絶
叫
し
、
日
本
精
祚
の
高
揚
が
唱
導
さ
れ
、

更
に
戰
時
體
制
に
備

へ
る
べ
く
國
家
總

動
員
の
下
に
國
民
精
紳
總
動
員
が
實
行
さ
れ
つ
丶
あ
る
が
、
思
ふ
に
過
去
の
租
國
を
顧
み
る
に
、

幾
度
か
試
練
の
嵐

に
見
舞
は
れ
危
機
に
直

面
せ
り
、
併
し
臣
民

一
致
し
て
之
を
打
開
せ
る
史
實
は
枚
擧
に
遑
な
き
程
で
あ
る
、

か
く
て
こ
そ
今
日
の
祗
國
の
興
隆
を
生
み
出
す
基
礎
が

築
れ
て
ゐ
る
。

中
に
就
て
も
幕
末
よ
り
明
治
に
か
け
て
、
明
治
維
新
の
大
業
は
過
去
に
於
け
る
最
大
最
重
の
非
常
時
で
あ

つ
た
、
和
宮
は
金

枝
玉
葉

の
御
身
を
以
て
最
大
犧
牲
を
拂
ふ
て
御
救
ひ
下
だ
さ
れ
た
勤
皇
の
化
身
で
あ
る
。

宮
様
薨
去
後
六
十
二
年
、
昭
和
維
新
の
聖
業
成
就
を
荷
負
さ
れ
居

る
國
民
は
齊
し
く
、

和
宮
の
御
業
績
を
反
省
し
、

此
の
際
生
き
る
祗
國

精
帥
の
血
潮

に
觸
れ
る
こ
、こ
は
洵

に
時
宜
に
適
す
る
も
の
で
あ
る
、
更
に
宮
の
護
法
崇
佛
の
御
事
蹟
は
排
佛
毀
擇
の
眞

只
中
に
於
て
、

佛
敏

界
に
生
氣
を
注
入
し
之
が
蘇
生
を
促
さ
れ
た
も
の
、
洵
に
和
宮
の
佛
教
信
仰
の
徹
底
せ
る
を
知
る
。

こ
の
意
味
で
此
に
静
寛
院
宮
日
誌
、
御

側
日
記
、
諸
文
書
等
手
元
に
あ
る
僅
少
の
文
献
を
參
考
し
て

宮
の
勤
皇
、こ
御
崇
佛
護
法
の
御
事
蹟
ご
に
就
て
い
さ
玉
か
奉
讃
の
誠
意
を
捧
け



ま

つ
る
次
第
な
り
。

此
の
小
論
が
や
が
て
和
宮
奉
讃
の
よ
り
強
き
因
縁
こ
な
り
、
ひ

い
て
國
民
精
紳
邏
動
張
調
の

一
助
・こ
も
な
れ
ば
幸
甚
で

0

あ
る
。

渡
邊
海
旭
師

は
和
宮
の
御
事
蹟
中
、
第

一
婦
人
の
最
高
血
ハ型
こ
し
て
、
第
二
國
難
匡
濟
の
女
祕
、こ
し
て
、
第

三
東
京
市
の
大
恩
人
・こ

し
て
の
三
方
面
よ
り
、
永
遠
に
奉
讃
し
、
令
徳
曹
及
に
努
力
す
べ
き
を
瞭

に
さ
れ
て
ゐ
る
。

つ
ね

和
宮

は

仁
孝
天
皇
の

第
八
皇
女
に
し
て
、

弘
化
三
年
閏
五
月
十
日
に

御
誕
生
遊
は
さ
る
、

御
母
は
權
大
納
言
橋
本

實
久
の
女
經
子
、こ
申

②

し
、
仁
孝
天
皇
の
崩
御
後
は
薙
髪
し
て
觀
行
院

、こ
稱
し
た
方
で
あ
る
、
和
宮
の
幼
年
時
は
夲
穩
無
事
多
幸
の
御
生
活
を
逡

ら
れ
て
ゐ
る
、
嘉
永

み

そ

ぎ

四
年
七
月
十
二
日
熾
仁
親
王
ε
御
婚
約
遊

は
し
、

十
二
月
九

日
深
曾
木
の
儀
を
行
は
れ
、
萬
延
元
年
八
月
廿
三
日
有
栖
川
宮
、こ
の
御
婚
儀
を

延
期
あ
ら
せ
ら
れ
、

十
月
十
八
日
勅

し
て
徳
川
家
降
嫁
を
聽
許
あ
ら
せ
ら
る
。
文
久
元
年
四
月
内
親
王
宣
下
、
御
名

を
親
子
・こ
賜
ふ
、
翌
文

久
二
年

二
月
十

一
日
御
婚
儀
の
大
典
を
擧
げ
ら
れ
、

慶
應
二
年
夫
君
家
茂
將
軍
の
薨
去
に
御
遭
ひ
遊
ば
さ
れ
、
同
年
御
薙
髪
、
静
寛
院
宮
ε

稱
せ
ち

る
、
同
年
十
二
丹
二
十
五
日
に
は
孝
明
天
皇
の
御
崩
御

に
御
邁
ひ
遊
ば
さ
る
、

明
治
元
年
正
月
二
十

一
日
徳
川
氏
救
援
の
歎
願
遊
ば

し
、
三
月
江
戸
市
民
鎭
撫
の
令
論
を
發
せ
ら
れ
、
明
治
二
年
東
京
御
發
輿
、

御
東
下
後
初
め
て
上
洛
の
途
に
就
か
せ
ら

れ
、
同
六
年
四
月
六

日
二
品

に
叙
せ
ら
る
、
翌
七
年
東
京
御
歸
還
、
十
年
九
月
二
日
函
根
塔
の
澤
に
御
轉
地
、

同
日
麗
去
あ
ら
せ
ら
る
、
九
月
十
三
日
御
遺
言
に

由
り
増

上
寺
内
將
軍
家
茂
廟
所
に
奉
葬
さ
る
。

宮
の
御
生
涯
の

一
般
御
事
蹟
ぱ
桑
原
隨
旭
師
著

「
和
宮
の
御
事
蹟
」
、

樹
下
快
淳
氏
著

「
和

宮
樣
の
御
生
涯
」
等
に
譲
り
、
勤
皇
の

一
端
を
擧
げ
る
。

③

徳
川
幕
府
の
末
期
に
於
て
は
、

皮
實
の
語
る
如
く
種

々
な
る
内
的
外
的
原
因
を
招
來
し
て
漸
く
蓑
亡
の
兆
を
萠
す
に
至
つ
た
、
特
に
朝
廷

の
御
裁
可
を
待
た
す
、
通
商
條
約
諦
結
せ
し
よ
り
朝
幕
の
意
見
衝
突
し
、

更
に
將
軍
繼
嗣
問
題
等
を
周
り
て
井
伊
大
老

の
彈
壓

ε
成
り
、
邃

に
安
政

の
大
獄
を
惹
起
し
、
京
都
を
中
心
-こ
す
る
奪
王
攘
夷
黨
の
公
卿
志
士
等
は
霊
く
掃
蕩
さ
れ
た
、

京
都
の
朝
廷
は
幕
府
の
勢
威
に
壓
せ

ら
れ
て
、
之
を
援
く
る
の
人
士
殆
ん
物こ
な
く
、

僅
か
に
信
頼
さ
れ
て
ゐ
た
鷹
司
父
子
、
近
衛
、
三
條
等
の
諸
公
さ

へ
邃

に
幽
居
の
止
む
な
き
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に
立
至

つ
た
、
此
の
暗
雲
晦
迷
の
險

は
し
い
世
相
の
中
、

御
若
年
の
和
宮
も
漸
く
多
難
な
運
命
に
引
入
れ
ら
れ
奉

る
に
至

つ
た
。
・即
ち
幕
府

は
武
断
政
策
の
有
絡
の
果
を
望
み
、

政
局
を

安
定
な
ら
し
め
る
も
の
は

唯
公
武
合
體
の

策
を
實
行
す
る
外
に
途
な
き
を
覺
る
。

特
に
此
に

④

着
眼
し
た
岩
倉
具
覦
が
朝
幕
の
乖
離
の
牧
拾
法
、こ
し
て
從
前
の
奪
攘
主
義
よ
り

一
轉
し
て
、

公
武
合
體
の
主
動
者

ε

し

て

奔
走
す
る
に
至

る
、
併
し
具
靦
に
於
て
は
唯
公
武
が
究
極
の
目
的
で
な
く
そ
の
大
義
は
、

飽
く
ま
で
皇
權
を
恢
興
し
て
王
政
復
古
の
聖
業
を
成
就
せ
ん
こ
の

意
志
な
る
こ
ε
は
察
せ
ら
る
、
そ
れ
程
當
時
は
牧
拾
し
難
き
朝
幕
の
不
調
を
將
來
し
.

一
歩
誤
れ
ば
最
惡
の
事
態
が
想
像
さ
れ
、
こ
玉
に
心

を
致
し
て
具
視
等
は
率
先
公
武
合
體
運
動
に
露
力
苦
心
し
た
も
の
な
り
。

前
述

の
如
く
執
權
井
伊
大
老
は
將
軍
家
茂
を
擁
立
し
て
、

武
斷
政
治
を
敢
行
し
、
叉
家
臣
長
劈
主
膳
を
し
て
、
九
條
關
臼
徇
忠
に
依
頼
し

て
將
軍
の
た
め
に
皇
妹
和
宮
の
降
嫁
を
奏
請
し
、

政
治
的
結
婚
に
よ
り
て
幕
府
の
政
策
た
る
公
武
合
體
の
目
的
を
達

成

せ
ん

、こ
し
て
ゐ
た

が
、

萬
延
元
年
櫻
田
門
の

奇
蝸
に
て
槽
死
し
、

老
中
安
藤
信
睦
は

井
伊
の
遺
策
を
踏
承
し
て

和
宮
降
嫁
運
動
を
内
請
せ
し
む
る
に
至
る
。

常
時
和
宮
は
有
栖
川
宮
・こ
の
勅
約
が
あ
ら
せ
ら
れ
た
。

に
も
か

製
は
ら
す
四
月
老
中
は
蓮
署
の
書
翰
に
て
内
願
す
、
五
月
之
を
御
覽
に
供
し

奉
り
御
前
會
議
の
開
催
が
あ
つ
た
、
天
皇
は
三
條
公
父
子
等
の
意
見
を
容
れ
給
ひ
て
之
を
聽
か
せ
給

ふ
、
老
中
酒
井
忠
義

は
再
び
逕
署
の
書
歌

を
上
呈
し
、

橋
本
觀
行
院
(
の
宮
御
生
慨
)が

叔
母
橋
本
勝
光
院
(
家
慶
上
臈
)の
實
麗
(宮
の
伯
父
潸
)宛
の
忠
告
書
を
奏
覽

す
る
に
及
ん
で
釜

々
紛

糾
す
る
に
到
つ
た
、

天
皇
に
は
畏
き
極
み
に
も
、
痛
く
御
心
を
惱
ま
さ
れ
、
宮
の
降
嫁
が
、
國
家
の
安
危
、
國
民
の
蝸
福
の
岐
路
な
る
を
思

ひ
給
ひ
、
邃
に
久
我
、中
山
、
正
親
町
等
の
諸
近
臣
に
勅
問
遊
ば
し
て
意
見
を
言
ヒ
せ
し
め
給

へ
り
。

近
臣
何
れ
も
奉
答
書
を
奉

つ
た
中
に
、

岩
倉
具
靦
の
建
白
書
(萬
延
元
年
六
月
)
に

「
臣

具
覦
謹
テ
言
上
仕
候
(中
略
)
幸

ニ
モ
過
日
以
來
關
東

ヨ
リ
熱
心

二
、
和
宮
御
縁
組

ラ
再
三
及
ユ内
願
一
居
候
儀
故

朝
廷

二
於
テ
ハ
特

別
出
格
之
聖
恩
テ
被
レ爲
レ
垂
候
而

關
東
之
内
願
ラ
御
許
容
被
レ
爲
レ
在
公
武
御

一
和
ラ
天
下

二
表
示
被
レ
爲
レ
遊
候
而

漸
次

二
五
蠻

ノ
條
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約
引

戻

ハ
勿
論

御
國
政
之
大
事
件

ハ
奏
聞
之
上

夫
々
執
行
可
レ
仕
樣
關
東

工
懇

々
ト
御
沙
汰
被
レ
爲
レ
在
候
得
者

關
東

二
於
テ
モ
朝

廷

ヨ
リ
特
別
出
格
之
御
保
護

ラ
裳
リ
奉
リ
候
儀

二
付

御
沙
汰

二
背

キ
奉
リ
候
儀

ハ
出
來
難
レ
仕
、
必
定
御
請
可
γ
仕

ト
奉
レ
存
候
箇
樣

二

關
東

工
御
委
任
之
政
柄

テ
隱
然

卜

朝
廷

二
御
牧
復
之
御
方
略
被
レ
爲
レ
據
候
得
者

大
政
御
委

任
之
名

義

ハ
獪
關
東

二
存
在
乍
レ
仕
其

實
權

ハ

朝
廷

二
於
テ
被
レ
爲
レ
握
候
御
事

二
相
成
可
レ
申
候

今
日

ハ
和
宮
御

一
身

ハ
實

二
以
テ

九
鼎

ヨ
リ
モ
重

ク
被
レ
爲
レ
在
候
而

御
縁

組
之
御
内
願

御
許
容
可
レ
被
レ
爲
レ
在
・こ
不
レ
被
レ
爲
μ
在
御
儀

ハ

皇
威
之
御
淌
長

二
鬮
係
可
μ
仕
候
問

頗

ル
御
大
事

-こ
乍
レ
恐

奉
レ
存
候

就
而
者
蘭
東
之
者
先
ヅ
五
蠻
條
約
引
戻
之
儀
速

二
實
行
可
レ
仕
樣

御
沙
汰
被
レ
遊
候
而
翼
實
之
御
請
茂

申
上
候

ハ
ハ
、
皇
國

之
御
爲

メ
ト
皷
昌
思
召
一
和
宮

エ
御
勸
被
レ
遊

御
納
得
被
レ
爲
レ
在
候
得
者
、
關
東

工
御
縁
組
之
内
願

御
許
容
之
御
沙
汰
可
レ
被
レ
遊
,こ

奉
存
候
、
右
者
不
レ
憚
二忌
諱
一言
上
仕
候
宜
仰
コ聖
擇
↓候
誠
恐
誠
惶
頓
首
謹
上

具

靦

ε
奏
上
申
し
た
。
こ
の
近
臣
の
答
申
に
よ
つ
て
天
皇
は
國
家
の
爲
め
、

國
民
の
爲
め
に
御
私
事
を
忽
從
遊
ば
す
御
覺
悟

に
な
ら
せ
ら
れ
た
・こ

蓁

す
る
、
更
に
寵
嬪
右
衞
門
内
侍
(壽
萬
宮
の

御
實
母

)
に
由
り
内
奏
す
る
所
が
あ
り
、天
・
蘆

止
む
を
得
薮

志
を
決
せ
ら
れ
、
宸
撃

賜
ふ
三

條

約
引
戻
を
勵
行
し
、
少
く
ε
も
嘉
永
初
年
の
如
く
な
ら
ば
宮
を
鍮
し
て
納
得
せ
し
む
べ
し
」

・こ
、

此
に
於
て
老
中
は
必
す
叡
慮
を
安
じ
奉
る

0

の
處
置
を
執

る
べ
く
誓
ふ
。

併
し
和
宮
は
斷
固
・こ
し
て
降
嫁
を
固
辭
さ
れ
た
、
宮
が
か
㌧
る
重
大
な
る
國
家
の
大
事
を
率
直

に
御
辭
退
相
成

り
し
事
情
に

就
て
は
、
深
き
事
由
が
あ
る
こ
・こ
・こ
察
せ
ら
る
、

當
時
御
齡
十
五
歳
の
若
年
で
外
夷
等
の
御
恐
怖
等
も
推
察
せ
ら
る
丶
が
、
反

面
宮
の
御
生
年
が
た
ま
く

丙
午
に
當
ら
れ
し
故
に
御
心
情
常
に
暗
翳
が
宿
り
、
迷

11II
y
,は
云

へ
、
當
時
の
肚
會
で
は
可
成
御
心
痛
さ
れ
、

内
心
出
家
の
下
心
さ

へ
起

さ

れ
、

華
か
な
結
婚
生
活
に
御
氣
が
向
か
な
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
和
宮
が
降
嫁
辭
退
を
奉
答
さ
れ
し
よ
り
、

天
皇
大

に
宸
襟
を
惱
ま
さ
れ
、
畏
く
も
皇
女
壽
萬
宮
を
以
て
和
宮
に
替

へ
ん
ーこ
御
決
心
あ
ら
せ
ら
れ
そ
の
旨
を
蘭
臼

に
論

さ
れ
給
ふ
、
萬
延
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元
年
八
月
十
三
日
の
宸
翰

に

「
(前
略
)
如
レ
此
迄
申
越
候
上
者
、
何
卒
當
人
納
得
候
樣
に
ーこ
精

々
取
掛
候
處
、

當
人
理
被
レ申
候
處
も
甚
氣
の
毒

哀
憐

ハ
不
レ及
レ
申

且
先
朝

皇
女
之
儀
殊

二
遘
腹
に
も
有
レ
之

旁
義
理
合
も
有
レ
之

火
急
理
不
毳
に
も
難
二押
附
一

此
上
者
無
理
に
ε
申
候
者
、

不
慮
之

義
も
可
二
出
來
一
歟

、こ

尤
も
心
配
候
共
急

々
内
定
迄
に
は
不
レ
至
、こ
存
候

右
之
次
第
故
色
々
所
望
之
儀

ハ

關
東

に
も
勘
考
呉
候
義
、

只
斷

-こ
の
み
難
昌申
翫
"候
、
實

に

一
和
之
上
之

一
和
-こ
悗
居
候
甲
斐
も
無
レ
之
、
蘭
束
え
は
失

信

義

一候
聞
、
一
向
に
急
き
申
義
な
れ
ば
壽

萬
宮

二
而
者
如
何
哉
、
幼
年

二
而
不
レ好
哉
、

一
人
之
女
子
故
少

々
ハ
哀
愍
も
加
り
候

へ
共
、
公
武

一
和
之
義
夫
に
は
難
レ替
、
爲
二
天
下
一

二
候

へ
者
、
尤
可
γ
及
二
熱
談

一、
早

々
内
定
候
夫
も
六
ケ
數
和
宮
も
堅
く
斷
り
ーこ
相
成
候

ハ
ハ
實
に
無
二
致
方
一、
對

二關
束

鱒失
二信
義
一候

譯
柄
斷
之
爲

二
讓
位
も
可
レ
致
-こ
迄

一
決
候
、
呉
々
如
レ
此
迄

二
關
東
に
も
加
二
勘
考
一
呉
候
故
、
甚
心
配
之
事
候
、
右
之
段
從
昌
奪
公
一宜

細
若
狹
守
え
可
レ
有
二
示
談

一
頼
入
候
事
。

.こ
仰
せ
ら
る
、
此
宸
翰
中
讓
位
御
決
心
の
御
内
旨
の
見
ゆ
る
は
實

に
恐
懼
の
至
り
で
あ
る
。

國
家
の
爲
め
、こ
は
云

へ
御
鍾
愛
の
二
歳
に
滿
た

さ
れ
な

い
姫
宮
を
手
放
さ
れ
る
御
決
意

は
洵
に
悲
痛
の
思
召
で
あ
ら
せ
ら
れ
た
、こ
拜
察
す
る
。

此
の
宸
翰
を
拜
し
た
九
條
關
臼
は
恐
懼
措
く

所
を
知

ら
す
、

直
に
橋
本
實
麗
に
傳

へ
る
、
和
宮
も
此
の
兄
帝
の
御
立
蠣
に
そ
の
畏
き
御
決
心
を
拜
さ
れ
て
大
い
に
驚

か
れ
、
深
く
事
態
の

重
大
を
憂
慮
さ
れ
た
、

そ
れ
に
御
信
頼
厚
き
田
中
繪
島
(
御
乳
人
)
の
読
得
・こ
な
り
、
勅
命
を
奉
じ
て
許
婚
の
條
件
ε
て
五
ヶ
條
の
實
行
を
要

求
さ
れ
て
御
承
諾
を
奉
答
さ
れ
た
、

こ
の
書
は
觀
行
院
の
名
を
以
て
上
ら
れ
た
。

一
、

明
後
年
先
帝
第
十
七
回
忌
御
廟
參
濟
せ
ら
れ
候
後
御
下
向
に
相
成
候
事

先
帝
樣
御
年
回
毎

二

御
上
御
機
嫌
御
伺

御
廟
參
旁
御
上
洛
に
相
成
候
樣
の
事

一
、
御
本
人
樣
御
始
御
目
通

へ
出
候
も
の
萬
事
御
所
風
の
事

sz



一
、
御
居
な
し
み
あ
ら
せ
ら
れ
候
迄
、
女
中
し
ゆ
う
の
内

一
入
御
拜
借
遊
し
度
事

並

一ニ
ニ
仲
間

い
内
三
入
附
ら
れ
度
事

但
御
附
き
り
御
立
ヶ
敷
あ
ら
せ
ら
れ
候

へ
は
交
代
の
事

一
、
御
用
の
節

々
は
橋
本
宰
相
下
向
の
事

一
、
叉
御
用
節

々
は
ト
腑
御
年
寄
の
内
、
御
使

、こ
し
て
上
京
の
事

・こ
あ

り
、
こ
の
五
ヶ
條
を
趣
奉
す
る
事
、

攘
夷
の
主
旨
を
邇
奉
す
る
事
の
二
ヶ
條
を
加

へ
て
幕
府
に
下
命
さ
れ
た
、

こ
れ
ご
嗣
時
に
有
柄

川
宮
、こ
の
内
約
辭
遞
を
勅
許
あ
ら
せ
ら
れ
た
、
此
に
和
宮
降
嫁
の
勅
許
が
正
式
に
下
さ
れ
た
。

文
久
元
年
四
月
十
九
日
、
和
宮
は
内
親
王
宣

下
あ

り
て
名
を
親
子
ご
賜
は
る
、
十
月
三
B
首
途
、
二
十
日
發
輿
、こ
決
定
し
、

和
宮
入
輿
廱
從
の
内
命
を
公
卿
殿
上
入

に
降
さ
れ
た
、
天
皇

は
十
月

十
七
日
岩
倉
、
千
種
等
を
御
小
座
敷
に
召
見
し
左
の
勅
語
を
賜
つ
た
。

ピ
き

先

朝

ノ
皇

胤

ハ

腴

ト
敏

宮

和

宮

ノ
三

入

ア

ル

ノ

ミ
、

険

ハ

一
人

ノ
嶷

妹

ラ
庇

護

ス

ル

コ
ト
能

ハ
ス
、

降

シ

テ
武

將

ノ
婦

ト
爲

シ
、

先

朝

山

陵

所

在

ノ
土

地

ラ
離

レ

テ
遠

ク

東

海

ノ
濱

二
居

佳

セ

シ
メ

、

常

二
兄

姉

ト
相

見

ル

コ
ト

テ
得

サ

ラ

シ

ム

ル

ハ
骨

肉

ノ
情

二
於

テ
忍

ピ

サ

ル
所

ナ

リ

Q

然

レ

ト

モ
腴

ハ
骨

肉

ノ
愛

幡
　ラ

以

テ

國

家

テ
棄

ツ

ル

コ

ト
能

ハ

ス
、

己

ム
ヲ
得

ス

シ

テ
、

關

東

ノ
講

願

ヲ
許

容

セ

ン

ト
欲

シ
、

親

シ
ク

大

樹

二
降

嫁

ノ

コ
ト

ラ
和

宮

二
鍮

シ

タ

ル

ニ
、

和

宮

ハ
之

ラ
辭

ス

ル

ニ
、
妾

ハ
先

朝

遺

腹

ノ

女

ニ
シ

テ

一
回

モ
先

朝

ノ

天
顏

ヲ
拜

ス

ル

コ

ト

テ
得

ザ

リ

シ

バ
終

身

ノ
逡

憾

ナ

リ
。

因

テ

黒
御

所

二
入

リ

髪

ラ
剃

リ

、

歳

時

山

陵

二
謁

シ
、

香

花

テ
奉

シ

テ

以

テ

追
孝

ノ
念

ラ
申

ヘ

ン

コ
ト

テ

願

フ

ノ

ミ

、

關

束

ノ
請

願

ノ
如

キ

ハ
之

ラ
卻

ヶ

ン

コ
ト

テ
請

フ

ト

ノ
旨

ヲ

以

テ

ス
。

腴

再

三
親

識

ス

ル

ニ
及

冫

へ

も

も

へ

も

も

セ

も

へ

も

も

も

ヘ

ヘ

へ

も

も

ヘ

ヘ

ヵ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

へ

り

も

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

テ

、

和

宮

ハ

一
女

子

ノ
身

ラ
以

テ
國

難

ヲ
匡

濟

ス

ル

ノ
用

二
供

ス

ル

コ
ト

ヲ

得

バ
、

水

火

ノ
中

二
投

ズ

ル

モ
辭

セ

ス

ト
。

上

答

シ
テ

之

ラ

承

諾

セ
リ

、

股

ハ
釜

ス
其

衷

情

テ
憐

・く
、

山

河

萬

里

ヲ
隔

絶

ス

ト

雖

モ
、

腴

ハ
和

宮

ノ
杖

ト
爲

リ

、

之

テ
扶

ク

ヘ

シ
ト
誓

約

ス
、

和

宮

大

二
之

ヲ
悦

べ
リ

。

今

ヤ
上

途

シ
、

將

二
關

東

二
行

カ

ン

ト

ス
、

険

之

ヲ

念

ヘ

バ
離

別

ノ
情

二
堪

ヘ
サ

ル
ナ

リ

、

卿

等

雇

從

シ

テ
關

東

に
到
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著

セ
ハ
、
獪

ホ
和
宮
力
曾
テ
内
願

ノ
事
件

ハ
、
奉
承
實
行

セ
ン
コ
ト
ラ
獪
老
中

二
面
鍮

ス
ベ
シ
」

・こ
仰
せ
ら

る
。
此
の
宸
翰
を
拜
見
し
、
天
皇
の
御
愛
情
に
泣
か
ざ
る
も
の
は
な
く
、

岩
倉
公
等
は
謹
ん
で
命
を
拜
し

「
身
命
を
抛
て
老
中
,こ

應
接
し
、

必
す
宸
襟
を
安
ん
じ
奉
ら
ん
」
、こ
決
意
の
程
を
披
瀝
し
て
ゐ
る
。

か
く

て
十
月
三
日
、

和
宮
は
紙
園
瓧
に
詣
で
、
二
十
日
中
山
以
下
の
諸
員
供
奉
し
て
桂
御
所
を
發
輿
、
大
津
に

一
泊

せ
ら
る
。
宮
御
東
下

御
道
中

で
御
詠
み
に
な
つ
た
和
歌
の
中
、

美
濃
國
呂
久
川
渡
御

の
折
土
豪
馬
淵
某
の
進
ぜ
し

一
枝
の
紅
葉
を
御
覽
あ
ら

せ
ら
れ
て

落

ち
て
行
く
身
・こ
知
り
な
が
ら
紅
葉
は
の

入
な
つ
か
し
く
こ
か
れ
・
.そ
す
れ

十

一
月
十
五
日
江
戸
清
水
邸
に
着
さ
れ
、

十
二
月
十
日
和
宮
は
清
水
邸
を
出
で
、
本
丸
に
入
り
、
車
寄
に
於
て
下
乘

し
、
大
奥

に
入
ら
れ

た
。

翌
文
久

二
年
二
月
十

一
日
愈
御
婚
儀
の
式
を
擧
げ
さ
せ
ら
れ
た
。

宮
の
詠
み
遺
し
給

ふ
た
千
數
百
首
中

惜

し
ま
じ
な
君

-こ
民
-こ
の
爲
め
な
れ
ば

身
は
武
藏
野
の
露
・こ
淌

ゆ

・こ
も

こ
の
御
歌
ほ
降
嫁
御
決
心
の
御
述
懐
こ
も
、

桂
御
所
御
出
門
の
御
感
想
、こ
も
傳

へ
ら
れ
る
が
御
決
心
の
程
感
激
に
堪

へ
な

い
、
宮
の
生
涯

は
こ
の
心
持
で
捧
げ
ら
れ
た
維
新
聖
壇

に
於
け
る
最
高
の
犧
牲
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

宮
は
江
戸
入
輿
の
後
、
夫
君
家
茂
、こ
御
同
棲
六
年
餘
な
る
も
事
實
御
多
幸
の
日
は
二
年
餘
に
過
ぎ
な
い
、

そ
の
聞
公
私
の
御
苦
惱
の
程
如

何
ば
か
り
か
、
特
に
慶
應
元
年
八
月
に
は
御
生
母
裼
行
院
江
戸
城
内
に
逝
去
さ
れ
、

翌
二
年
七
月
に
は
將
軍
家
茂
の
薨
去
に
遭
は
せ
ら
れ
、

未
だ
御

涙
の
乾
は
く
聞
も
な
い
十
二
月
二
十
五
日
に
は
杖

、こ
も
柱
-こ
も
御
信
頼
遊
ば
し
た
御
兄
帝
孝
明
天
皇
の
崩
御

に
邁
は
せ
ら
る
、

流
石
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の
宮
も

悲
痛
哀
傷

一
方
な
ら
す
、
か
て
丶
翌
々
年
は
徳
川
幕
府
の
瓦
解
-こ
な
り
、三
月
官
軍
江
戸
に
迫
り
、
四
月
江
戸
城

開
渡
し
・こ
な
つ
た
。

纖

(照參⑥誂)詠 御 の 宮 和

世
の
中
の
う
き
て
ふ
憂
を
身

一
つ
に

、こ
り

あ

つ

め

た

る

心

地

こ

そ

す

れ

宮

は
公
武

一
和
の
楔
子
ご
云
ふ

重
大
な
る
役
を
自
負
さ

れ

た

が

環
境
の
流
轉

は
、

こ
の
終
生
の
目
標
も
外
れ
最
後

に
は
無
意
味
な
る
が

如
き
犧
牲
に
絡
始
さ
れ

た
結
果
に
成
つ
た
。

併
し
公
武
合
體

の
楔
子
、こ
し
て
、

「
一
女
子
ノ
身
ヲ
以
テ
、

國
螺
ラ
匡
濟

ス
ル
ノ
用

二
供
ス
ル
コ
ト
テ
得
バ
、

水
火
ノ
由
-
二
投

ズ

ル

モ
聯断
セ

ズ
」

ご
厩
悟
さ
れ
し
凛
烈
の
御
衷
情
は
干
古
に
照
し
祗
國

へ
の
殉
忠
此
に
過
ぐ

る

も
の
な
し
。

日
木
精
榊
の
權
化
・こ
し
て
生
け
る
清
鑑
を
後
昆

に
遺
さ
れ
し
も
の
ーこ

云
ふ
べ
き
な
の
Q

(二)
ヒ

護

國

o)

女

jrrli

 

明
治
元
年
正
月
鳥
朋
伏
見
ω

一
戰

に
錦
旗
進
み
、

幕
府
大

敗
、
徳
川
氏

　
門
は

朝
敵
、こ
な
る
、

總
裁
有
栖
川
宮
は
山
陰
、
東
海
、
東
山
、

北
陸
、
海
上
、こ
征
討
の

軍
が
進
め
ら
れ
、

威
武
堂
々
、こ
江
戸
に
迫
,り
、
三
月
十
五
日
を
期
し
て
江
戸
城
總

攻
撃
の
命
令
が
下
る
、

前
將
軍
慶
喜
は
譁
愼
し
、
善
後
處
置
を
勝
海
舟

に
托
す
。
宮
は
江
戸
城
の
大
奥
で
悲
壯
の
覺
悟
を
周
め
ら
れ
、
護
國

85



(段下)息 淌 御 の 宮 禾i

の
女
神
の
如
き
業
績
を
成
就
さ
れ
る
機
愈
に
到
達
さ
ら
れ
て
ゐ
る
。

同
年
正
月
二
卜
日
二
十
三
歳
で
あ
ら
せ
ら
れ
た
和
宮
は
老
女
土
御
門
藤
子
を
京
都
に

派
造
し
徳
川
氏
の
た
め
に
哀
訴
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち

「
叡
慮
ω
程
も
伺
不
申
願
出
候
も
恐
入
眺

へ
嚇こ
も
、
心
痛

二
堪

兼
願
こ
丶
う
み
爲
參

候
、
去

ル
一.一日
召

.一依
慶
喜
ヒ
洛
ω
處
、
不
慮
戰
爭

二
相
咸

暢
敵
の
汚
蒼
を
豢
り

候
間
、

一
先
師
府
之
處
徳
河
征
伐
之
爲
、
官
軍
差
向
ら
れ
候
や

二
承
り
、
當
家
之
浮

洗
此
時

に
心
痛
致
し
爲
參
候
、
慶
薄
よ

り

承
り
候
趣

ハ
委
綱
藤
よ

り

申
入
候
通
に

候
、

何
分
雙
方
を
承
り

不
申
候
て
は

理
非
分
り
兼
候
、

此
度
之

一
件

ハ
兎
も
角
も

慶
豈
円日疋
W辺
重
々
不
行
屆
の
宙承
赫臥
、
慶
立
m
一
身

ハ
何
勘慊
二
↓b
仰
付

砺
れ
、
」側
卒
家
名
ヱ
ユ

行
候
樣
幾
重

二
も
願
度
さ
、
後
畦
迄
當
家
朝
敵
ン
汚
名
を
箆
し
候
事
、
私
身
に
取
炭

て

ハ
實

二
殘
念

二
存
爲
蓼
候
、
何
卒
私

へ
の
御
憐
愍
-こ
思
し

め

さ

れ
、

汚
名
を
雲

隔振
名
冖鵜
皿
乱
候
樣
、
私
身
云
叩
二
か

へ
㎜願
ヒ
爲
參
候
、
是
畆非
々
ル
官
軍
差
向
・り
れ
御

つ
ぶ

し
に
相
成
候

ハ
ハ
、
私
乃
も
雷
家
滅
亡
を
見

つ

玉
な

が

ら

へ
居
候
.も
淺
念
に
候

ま

㌧
、
急
度
鷽
悟
致
し
候
所
存

二
候
、
私

一
命

ハ
惜
不
申
候

へ
共
朝
敵

、こ
共
に
身
命
を

捨
候
事

ハ

朝
廷

へ
恐
入
候
事
Σ
誠

二
心
痛
致
し
居
候
心
串
御
憐
察
有
ら
せ
ら
れ
、

願
之
通
家
名
之
塵
、
御
憐
愍
有
ら
せ
ら
れ
候

ハ
ハ
、
私
は
無
巾
迄
も

一
門
家
僕
之
者

共
深
く

朝
恩
を
仰
候
事
ぐ
}存
候
、
何
卒

く

此
處
よ
く
く

御

申

入
御
頼

串

入

36



候
、
な

を
同
役
衆

へ
も
よ
ろ
し
く
御
申
傳

へ
御
取
計
の
事
御
頼
申
入
候

以
上

錚

寛

院

橋

本

少

將

殿

ね

こ
の

一
書
こ
そ
や
が
て
江
戸
開
城
の
基
礎
、こ
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。

宮
は
更
に
長
文
の
書
を
奉
呈
し
て
御
自
身
の
進
退
に
就
き
御
下
問
を
願
は
れ
た
、
洵

に
人
道
・こ
婦
道
を
重
ん
じ
、

挺
身
決
斷
さ
れ
し
御
心

中
を
推

察
奉
り
、

想
像
も
及
ば
ね
御
苦
衷
感
激
に
堪

へ
ぬ
次
第
で
あ

る
。
更
に
宮
江
戸
市
民
鎭
撫

の
轂
論
を
發
せ
ら

れ
て
ゐ
る
。
帥
ち

三
月
八
日
、

田
安
申
納
言

二
面
會
、

官
軍
御
進

二
付
て

ハ
、

天
兵
下
々
の
者
共
粗
暴
の
義
無
樣
、

少
將

(橋
本
實
梁
)
え
頼

の
女
使
差
出

候
て

ハ
い
か
璽
や
、

付
て
は
當
地
下
々
迄
、

獪
叉
鎭
撫
之
爲
書
取
出
し
度
相
談
す
、

至
極
宜
數
旨
返
答
、

尤
天
御
方

へ
も

示
談
候
享
、

右

二
付
使
藤

へ
申
付
、
少
將
府
中
宿
に
滯
留
の
由
故
、
右
宿
陣

へ
差
立
候
事
、

出
立
日
限
十
日
に
治
定
、
酉
刻
書
付
錦
を
以
、
田
安

へ
渡

し
置
、
右
書
付
寫
、

此
度

追
討
使
差
向
ら
れ
候

二
付
、

末
々
に
至
候
迄
も
不
敬
之
義
無
之
樣
、
此
程
よ
り
精
々
仰
付
ら
れ
候
事
乍
、
獪
叉
御
論
遊
度
思
し
め
し

候
朝
廷
に
も
、

謝
罪
の
次
第

二
よ
り
、

い
か
樣
に
も
寛
大
の
御
所
置
有
ら
せ
候
御
樣
子

二

御
伺
被
爲
有
候
得
共
、

當
地
多
人
數
之
内

ニ
ハ
、
萬

一
心
得
違
の
者
候
て
、
且
ハ邊
よ
O
恭
順
の
意
取
失
候
て

ハ

朝
廷

二
も
最
早
寛
大
の
思
召
も
堪
(
絶
?
)
さ
せ
ら
れ
徳
川
家
も
是
限
の
由
、

京
都
よ
り
御
伺
被
爲
有
候
聞
、
假
令
忠
義
を
存
候
て
も
、
恭

順
之
意
取
失
候
て

ハ

朝
廷
え
恐
入
思
召
候
而
己
不
成
、
立
た
せ
ら
れ
候
御
家
名
も
立
せ
ら
れ
す
候
樣

二
成
行
候

て
ハ
、

實
以
御
殘
念
至
極

二
思
召
候
聞
、
人
氣
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取
鎭
之
事

二
付
、
此
度
大
總
督
宮
樣
御
陣
中
え
、

上
薦
御
使
に
立
ら

れ
候
聞
、
何
卒
く

御
當
家
の
御
爲
に
、
深
御
心
痛
被
爲
有
候
思

召
、
下
々
迄
も
貫
徹
致
、
恭
順
之
意
取
失
ざ
る
樣
相
心
得
候
樣
、
厚
く
鍮
の
事
御
頼
遊

バ
レ
候
事
、

O

宮
は
早
速
入
氣
取
鎭
の
爲
め
山
王
瓧

へ
傳

へ
、
市
民
鎭
撫
の
所
薦
を
修
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

三
月
十

一
日

女
使
藤
子
を
府
中
の
總
督
府
に
急
派
し
て
東
海
東
山
兩
軍
の
進
撃
中
止
を
歎
願
せ
し
め
ら
る
。

そ

れ
に
は
宮
が
直
接
官
軍

叢

の
中
止
方
富

入
砦

れ
を

-丶あ

こ
ーこ
で
玉
暑

使
-丶乙

て
岩
倉
練
鑿

簸

定
)
へ
遣
は
さ
る
、
即
ち

此
度

は
恐
入
候
事
件
、
委
細
伺
の
爲
、
此
程
藤
上
京
致
さ
せ
、

東
歸
之
上
委
細
承
り
恐
入
り
爲
參
候
、
慶
喜

二
も
悔
悟
伏
罪
、
東
叡
山
に

謹
愼

罷
在
候
得
共
、
何
分
當
地

ハ
四
方
の
士
民
輻
輳
の
土
地
に
も
候

へ
ば
、

多
人
數

の
中

ニ
ハ
心
得
違
の
者
等
も
候
て
、
其
邊
よ
り
恭
順

の
意

取
失
候
て
ハ
朝
廷

へ
恐
入
候
已
不
成
、
當
家
安
危

二
も
か
」
は
り
候
事
ε
,
深
く
心
痛
致
し
、

人
氣
鎭
撫

ω
事

二
付
、
大
總
督
宮
樣

へ
願

の
義

二
付
、
昨
聞
藤
府
中
宿
迄
差
立
候
聞
、

其
御
返
答
伺
候
迄
の
處
、
何
卒
其
御
手
御
軍
勢
御
進
の
處

ハ
、
し
ば
ら
く
御
獪
豫
願
度

さ
、
此
次
第
大
總
督
宮
樣

へ
も
急
使
に
て
申
入
置
候
ま

玉
、

何
卒

々
々
御
獪
豫
の
樣
伏
而
願
爲
參
候
、
官
軍
御
進

二
成
候
・こ
も
不
敬
之
義

無
樣
嚴
し
く
申
付
置
候

へ
共
、
自
然
輕
輩
の
そ
こ
つ
よ
り
、

當
家

一
大
事
に
及
候
て
は
、
-實
以
殘
念

二
存
、
深
く
心
配
致
し
居
候
、
何
卒

々
々
私
心
中
御
憐
察
成
下
さ
れ
、
御
取
計
御
頼
申
入
爲
參
候
、

委
細
は
玉
島
よ
り
御
聞
取
の
樣
御
頼
爲
參
候

以
上

靜

寛

院

岩

倉

大

夫

殿

-こ
あ
る
。
か
く
て
、
十
五
日
を
以
て
總
攻
撃
の
手
筈
は
見
合
さ
れ
、

十
三
十
四
爾
日
の
勝
、
西
郷
の
會
見
の
結
果
、
途

に
行
軍
中
止
の
命
下

り
、
大
江
戸
を
兵
火
の
間
に
救
濟
し
、
江
戸
城
明
渡
、こ
成
り
今
日
の
隆
盛
を
見
る
に
至
ら
し
め
し
も
の

洵
に
宮
こ
そ

そ
の
最
大
の
恩
人
さ

云
ふ
べ
き
な
り
。
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二
、
御

崇

佛

の

御

事

蹟

↓

兄

帝

の

御

感

化

v

宮
は
天
來
の
信
仰
入
に
ま
し
ま
し
た
。
そ
の
御
入
信
の
過
程
に
就
て
は
宮
が
仁
孝
天
皇
の
遺
腹
に
ま
し
ま
し
、

父
君
の
龍
顏
を
拜
さ
れ
給

は
な
か
つ
舮

悲
歎
噸

や
が
て
髫

て
魏

へ
の
禦

敬
く
晟

ら
せ
ら
れ
ξ

申
さ
れ
る
が
・

唯
そ
れ
り
み
で
な
い
・
宮
筌

く
先
天
的

に
信
仰

人
で
ゐ
ら
せ
ら
れ
た
こ
・こ
申
す
ま
で
も
な
し
、

從
て
御
在
所
中
は
申
す
ま
で
も
な
く
御
降
嫁
の
後
も
、
日
々
の
御
紳
拜
、
朝
廷
並
に

⑨

徳
川
氏
歴
代
の
先
靈
に
對
す
る
御
禮
拜
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
敬
虔
な
る
念
佛
の
信
仰
生
活
を
全
う
遊
ば
し
て
ゐ
る
。
吾
人
は
恐
れ
な
が
ら
、

宮
の
先

天
的
で
あ
ら
せ
ら
れ
た
事
を
感
侃
す
る
が
、

他
面
御
兄
帝
孝
明
天
皇
の
御
崇
佛
の
御
感
化
の
偉
大
な
る
も
の
が

拜
察
さ
れ
る
點
を
考

慮
す
べ
き

く)思
ふ
。

0

孝
明
天
皇
は
御
政
治
の
基
本
を
御
敬
紳
に
お
か
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
大
紳
宮
を
初
め
諸
瓧
の
御
崇
敬
篤
く
、
國
事
に
就
い
て
は
御
所
願
を
鋏

か
せ
ら
れ
な
く
、
特
に
御
苦
惱
の
問
題
發
生
毎
に
杜
寺
は
勿
論
山
陵
に
ま
で
御
所
願
迹
ば
し
て
ゐ
る
。

安
政
元
年
に
は
伊
勢
太
瀞
宮
以
下
三

十
二
瓧
、
文
久
三
年
三
月
に
は
勅
使
を
派
し
て
泉
涌
寺
に
於
て
列
聖
の
御
菩
提
冥
助
を
所
ら
せ
ら
れ
、

そ
の
他
枚
擧
に
迫
な
き
程
國
豊
民
安

を
御
所
濤
あ
そ
ば
さ
れ
、
御
法
樂
の
數
々
も
窺
ひ
得
ら
る
。
あ
る
時
の
御
詠
に

わ
が
命
あ
ら
ん
限
は
い
の
ら
め
や

途
に
は
祚
の
し
る
し
を
も
見
ん

願
く
は
朝
な
朝
な
の
言
の
葉
を

あ
は
れ
み
受
け
よ
瀞
な
ら
は
榊
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の
御
詠

を
拜
誦
し
て
大
御
心
の
程
恐
懼
の
外
は
な
い
、

こ
エ
に
吾
人
の
注
意
す
べ
き
は
天
皇
の
御
所
請

に
佛
教
的
の
要
素
が
あ
ら
せ
ら
れ
た

こ
ーこ
で
あ
る
、
天
皇
は
御
自
身
に
於
か
せ
ら
れ
て
も
、

厄
年
に
は
因
幡
藥
師
に
加
持
を
修
せ
し
め
ら
れ
、
御
爾
親
陛

下
の
御
忌

日
に
は
御
精

進
遊
ば

し
、
そ
の
他
御
近
親
の
御
菩
提
も
泉
涌
寺
,
般
舟
三
昧
院
、
廬
山
寺
、
清
淨
華
院
等
に
於
て
營
ま
せ
ら
れ
、
御
年
回
に
は
清
凉
殿
に
て

讖
法
會

を
行
は
せ
ら
れ
た
る
如
き
、
天
皇
の
御
崇
佛
の
至
情
熾
烈
な
る
も
の
が
察
せ
ら
れ
る
。
勅
丈
に
も

「偏

に
紳
明
佛
陀

の
加
護

に
依

つ
て

四
海
泰
夲
、
寳
祚
延
長
、
萬
の
娯
樂
を
致
さ
ん
」

-こ
仰
蹣
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
他
は
諸
寺
古
儀
の
御
再
興
.諸
寺
開
基
開
山
等

へ
の
御
贈
號
、

　

經
卷
御
染
筆
等
厚
く
佛
法
保
護
の
御
心
用
は
敬
紳
崇
祺
の
御
孝
心
に
基
く
佛
教
信
仰
に
生
き
さ
せ
給
ひ
し
結
果
で
あ
る
。

特
に
本
宗

ε
し
て

は
元
治
尤
年
七
月
十
九
日
蛤
御
門
の
戰
爭
が
あ
り
、
十
月
戰
死
者

の
慰
靈
法
要
を
知
恩
院

に
命
じ
に

官
賊
兩
軍
の
戰
歿
諸
靈
拔
苦
與
樂
の
た

め
に
、
大
施
餓
鬼
大
會
を
修
行
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
出
勤
五
百
十
僣
、
阿
彌
陀
經
千
卷
、
別
時
念
佛
を
勤
修
せ
し
め
ら
れ

て

一
覗
同
仁
の
大
御
心

を
運
ば

さ
れ
て
ゐ
る
。
叉
知
恩
院
第
二
十
五
世
超
譽
存
牛
に
安
政
四
年
高
顯
眞
應
國
師
・こ
諡
ら
せ
給

ふ
。
そ
の
他
枚
擧

に
迫
な
き
程
で
あ
る
。

慶
應

こ
年
崩
御
遊
ば
さ
れ
る
や
、
泉
涌
寺
長
老
尋
玄
密
乘
律
師
が
御
引
導
を
奉
仕
申
し
上
げ
、

御
佛
葬
し
奉
つ
て
ゐ
る
。
天
皇
の
御
生
涯

に
於
け

る
御
崇
佛
の
御
事
蹟
は
今
更
の
如
く
偲
び
ま

つ
ら
れ
、
そ
の
御
感
化
は
御
妹
宮
に
暗
々
裡
に
深
く
及
ぽ
さ
れ
て
ゐ
る
ご
拜
察
さ
れ
る
。

こ
の
こ
ーこ
は
和
宮
の
H
常
の
御
信
仰
を
語
る
、

御
日
誌
、
御
側
日
記
の
記
録
を
引
用
し
て
そ
の

一
端
を
伺
ふ
に
、

御
側

日
記

文
久
三
年
正
月
二
十
八
日
、
亥
、
大
樹
樣
、

ち
か
く

御
上
洛
仰
出
さ
れ
候
に
付
、
何
ε
ぞ
萬
事
御
す

る
く

濟
さ
せ
ら
れ

候
樣

に
思
し
め
し
に
て
、
御
所
薦
仰
付
ら
れ
度
候
ゆ

へ
取
計
候
樣
・こ
、
仲
村

へ
御
直
々
仰
ら
れ
候
事
。

二
十
九
日
、
子
、
晴
曇
、
御
直
に
、
昨
夜
仰
付
ら
れ
候
御
所
薦
の
事
、

仲

村

よ

り

書
付
に
て
護
國
殿
、
永
川
、
砧
天
寺
、
右
の
内
氷
川

は
、
紀
し
ゆ
う
に
て
の
御
う
ぶ
す
な
の
よ
し
ゆ

へ
、

則
氷
川

へ
思
し
め
し
の
御
所
薦
仰
付
ら
れ
候
由
御
返
答
遊
し
候
、
表
向
仰
付
ら
れ
候

の
は
、
伊
勢
兩
宮
山
王
兩
瓧
御
は
じ
め
七
ケ
所
あ
ら
せ
ら
れ
候
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慶
應

元
年
五
月
十
五
日
、
將
軍
最
後
の
上
洛
に
及
ん
で
は
十
七
日
の
御
側
日
記
に

+
七
日
、
亥
、
晴
、
ひ
る
御
膳
濟
せ
ら
れ
直
に
御
錠

口
へ
域
ら
せ
ら
れ
、

日
々
の
御
拜
引
き

つ
㌧
き
摩
利
支
天
樣
御
百
度
遊
し
候
云
々

七
月

二
十
四
日
、
辰
、
曇
、
御
化
粧
後
御

一
か
た
樣
御
百
度
遊
し
候
、

今
朝
よ
り
思
し
め
し
に
て
御
信
願
に
御
臨
た
ち
遊
し
候
事

-こ
あ
り
、
隨
所
に
敬
紳
崇
組
の
御
清
範
を
示
さ
れ
て
ゐ
る
、

特

に
夫
君
昭
徳
院
殿

(家
茂
)
の
御
中
陰
の
御
營
み
は
如
法
嚴
修
遊
ば
さ
れ
、
今

日
教
界

の
佛
事
法
要
の
行
修
の
範
を
垂
た
れ
さ
せ
て
ゐ
る
ーこ
も
云

へ
る
。

⇒

黒

本

尊

の

御

信

仰

　

宮
の
御
信
仰
は
大
廟
、
氷
川
、
山
王
等
の
諸
大
就

に
特
使
を
遣
は
さ
れ
、
國
家
の
安
泰
、

武
遐
長
久
を
御
所
念
遊

ば

さ

れ

る

の
み
で
な

⑫

く
、
御
身
親
し
く
御
所
念
遊
ば
さ
れ
て
ゐ
る
、

特

に
増
ヒ
寺
護
國
殿
の
黒
本
尊
の
御
影
を
御
迎

へ
に
成
り
、
宮
唯

一
人
、
御
椽
座
敷
を
御
廻

は
り
に
な
り
日
々
御
百
度
の
御
所
願
を
捧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
o
帥
ち

文
久
三
年
二
月
十
八
日
御
欝
記
に

大
樹

樣
、
御
道
中
何
か
萬
端

「ご
ふ
ぞ
く

御
す
る
く

、こ
濟
せ
ら
れ
、

御
は
や
く
還
御
の
樣
、
御
信
願
に
て
、
何
方
ぞ
御
百
度
遊
ば
し
度

思
し
め
し
候
事
、
少
進

へ
申
蹼
躔
、
獪
又
竹
の
聞

へ
相
だ
ん
の
よ
し
に
て
、

早
速
相
だ
ん
致
さ
れ
候
處
、
黒
本
尊

殿
御
よ
ろ
し
く
候
の
御

事
に
て
、
則
御
治
定
遊
ば
し
、
來
二
十
四
日
よ
り
め
で
度
御
は
じ
め
あ
そ
ば
し
候
思
し
め
し
な
り
。

御
心
願
に
て
黒
本
尊
殿
御
百
度
遊
ば
し
朝
の
御
膳
兩
度
御
精
進
さ
れ
る
樣
仰
出
さ
れ
て
ゐ
る
。

二
十

四
日
、
子
、
先
日
晴
、
御
心
願
に
付
今

日
よ
り
七
ケ
日
の
聞
、

黒
本
奪
樣

へ
御
百
度
あ

そ
ば
し
御
上
段
に
御
札

を
置
か
れ
、
四
方
の

御
椽
蓙

敷
を
御
ま
わ
り
あ
そ
ば
し
候
云
々
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ご
あ
る
。

⑬

六
月
十
六
日
將
軍
江
戸
に
歸
着
さ
れ
、
十
七
日
は
御
禮
詣
り
に
黒
本
尊
樣

へ
御
百
度
遊
さ
れ
て
ゐ
る
り

將
軍
再
度

の
入
洛
に
當
り
て
、
十

二
月
二
十
八
日
よ
り
再
度
黒
本
酋
・御
百
度
を
さ
れ
て
ゐ
る
。
(
御
側
日
黜
+
二
月
二
+
七
、
二
+
八
日
)
更
に
元
治
元
年
正
月
元

日
に
御
百
度
、
正

月
十
九

同
に
御
千
度
の
御
所
濤
.
五
月
十
六
日
更
に
御
百
度
を
行
は
れ
て
ゐ
る
。

五
月
二
十
日
將
軍
江
戸
に
歸
着
す

る
に
及
ん
で
.
五
月
二

十
三
日
に
は
黒
本
尊

へ
御
禮
の
御
干
度
さ
れ
て
ゐ
る

(御
側
日
詑
)
慶
應
元
年
五
月
十
五
日
將
軍
最
後
の
上
洛
に
當
り
御
側
日
記
五
月
二
十
日

の
記
録

に

二
十

日
、
寅
、
晴
、
今
日
よ
り
黒
本
奪
樣

へ
御
百
度
遊
し
候
、
尤
御

一
方
に
て
な
り

一
七
ケ
日
の
間
な
り
云
々

慶
應

二
年
七
月
九
日
、
大
阪
よ
り
便
り
あ
り
て
將
軍
發
病
の
通
知
來
り
た
れ
ば
、

宮
は

一
入
御
心
痛
あ
り
、°
御
所
濤
仰
付
ら
れ
特
に
黒
本

尊
に
御
所
藩
あ
ら
せ
ら
れ
て
ゐ
る
、
七
月
十
六
日
の
御
側
日
記
に

十
六

日
、
申
、
晴
、
今
日
よ
り
大
樹
樣
、
御
む
さ
く

に
仰
、
黒
本
奪
樣

へ
御
心
願
に
て
、
御

一
方
樣
御
百
度
御
廻
り
遊
し
候
云
々

宮
の
御
盤
力
功
を
奏
し
、
江
戸
は
兵
火
の
災
禍
を
免
れ
、

徳
川
家
は
相
績
し
た
が
徳
川
の
封
土
が
駿
府
に
移
さ
れ

る
御
汰
汰

・こ
成
る
、
宮

は
組
宗

の
靈
廟
、
夫
君
の
墳
墓
の
地
を
去
る
に
忍
ば
さ
れ
す
御
心
痛

に
拜
さ
れ
る
、

そ
の
頃
明
治
天
皇
は
痛
く
宮
の
御
身
上
に
御
同
情
遊
ば

さ
れ
、
御

一
身
の
處
置
に
つ
い
て
、
三
條
を
勅
使
・こ
し
て
御
宸
翰
を
傳

へ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

即
ち

「徳

川
家
名
相
績
以
來
寛
典
相
施
候
間
、

御
安
心
可
レ被
レ遊
候
、
尤
御
身
上
義
案
勞
致
候
邊
、
三
條

へ
委
細
申
含

置
候
、
徇
叉
御
麟
洛
否

之
儀
御
趣
意
承
り
度
候
」
。

-

こ
の
御

丁
重
な
る
御
宸
翰
を
拜
さ
れ
て
、
宮
も
痛
く
感
激
さ
る
、

さ
れ
き
徳
川
家
の
移
封
を
見
鴈
け
す
し
て
上
京
も
心
殘
り
、こ
し
ば
し
の
御

獪
豫
を
請
は
る
、
宮
の
願
は
れ
た
壇
上
寺
、
寛
永
寺
は
徳
川
家
の
所
屬

、こ
な
る
、
こ
れ
も
宮
の
御
孝
貞
で
あ
り
、

黒
本
奪
御
奪
崇
の
現
れ
で
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あ
る
。

叉
宮

は
明
治
二
年
初
め
て
御
入
洛
あ
り
、
在
洛
四
年
再
び
夫
君
墳
墓
の
地
を
さ
し
て
御
歸
東
さ
れ
る
、

御
歸
東
後
は
麻
布
市
兵
衞
町
な
る

舊
南
部
家
の
上
屋
敷
を
選
ば
さ
る
、

宮
は
初
め
夫
君
墳
墓
の
地
芝
塘
上
寺
に
住
ま
さ
れ
ん
御
希
望
あ
り
し
も
そ
れ
も
叶

は
す
、
故
に
朝
夕
増

上
寺
の
見
ゆ
る
御
佳
居
を
定
め
ら
れ
ん
ーこ
推
察
さ
れ
て
痲
布
の
地
を
選
は
れ
し
は
、
如
何
に
宮
が
壇
上
寺
を
崇
敬
さ
れ
し
か

ビ
窺
は
る
。

↓

御
佛
葬

-こ
歡
界
の
蘇
生

v

明
治
十
年
八
月
、
不
圖
脚
氣
に
罹
ら
れ
給
ひ
、
御
食
減
じ
醫
師
の
勸
め
に
よ
り
箱
根
塔
之
澤
湯
元
長
李
館
(
今
の
環
翠
樓
)
に
移
ら
せ
給
ふ
、

八
月
末

に
至
り
て
病
勢
革
り
て
九
月
二
日
邃

に
西
の
室

に
赴
か
せ
給

ふ
、
御
年
三
十
二
。

御
葬
儀
に
鬮
し
て
、
朝
廷
に
於
て
は
棘
葬
し
給
は
ん
ーこ
思
召
さ
れ
た
が
、

葬
儀
委
員
長
に
選
ば

れ
た
山
岡
鐵
太
郎
、

宮
の
御
遺
言
を
固
守

し
て
増

上
寺

に
御
佛
葬
せ
ん
こ
,こ
を
主
張
し
、
更

に
宮
が
近
侍
玉
島
少
進
等

に
常
に

「
わ
れ
世
を
去
れ
ば
、
必
す
昭
徳
院
殿
の
墳
域

に
葬
れ
、

汝
等
こ
の
事
を
決
し
て
忘
れ
て
く
れ
る
な
」
-こ
の
御
仰
を
固
持
し
た
も

の
で
あ
る
。

當
時

の
佛
歡
界
は
排
佛
毀
繹
の

後
な
る
を
以
て
、

御
佛
葬
な
「ご
誰
入
も

夢
想
せ
ざ
る
事
實
で
あ

る
、

御
佛
葬
の
御
儀
式
は

増
上
寺
断
藏

「
諍
寛
院
御
新
葬
記
」

に
詳
細
牧
載
さ
れ
て
ゐ
る
。

九
月
四
日
宮
内
省

よ
り
増
上
寺

へ
左
の
御
逹
し
が
あ

つ
た
。

増

上

寺

二
品
親
子
内
親
王
御
葬
祭
の
儀
、
別
紙
寫
の
通
り
從
三
位
徳
川
家
達
留
主
心
得
正
四
位
松
夲
確
堂

へ
相
逹
候
條
此
段
爲
二
心
得
一相
逹
候
事
。

宮

内

省

九
月
四
日
増
上
寺
大
教
正
石
井
大
宣
師
は
、
御
請
書
を
奉
呈
し
歸
山
す
る
や
、

教
諭
を
發
し
、「
今
度
錚
寛
院
宮
當
山

へ
御
入
棺
佛
祭
仰
せ
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禺
さ
れ
候
に
付
て
は
、
各
自
御
回
願
は
勿
論
、

隨
身
同
庵

に
至
る
迄
諸
事
相
愼
み
、
進
止
共

に
不
作
法
な
き
や
う
」

ε
宗
門
全
體
の
自
肅
反

省
を
促

し
た
。
洵
に
排
佛
毀
釋
の
直
後
に
於
て
、
こ
の
御
佛
葬
の
仰
せ
は
、

單
に
増
上
寺
並
に
淨
土

一
宗
の
光
榮
で
あ

る
の
み
で
な
く
、
佛

敏
各
宗
著
し
く
生
色
を
回
復
せ
り
、

洵
に
明
治
佛
歡
の
蘇
生
で
あ
る
。

宮
の
御
佛
葬
に
出
仕
す
る
も
の
、

本
宗
は
勿
論
天
台
、

眞
言
、

臨

濟
、
曹
洞
、
黄
蘖
、
眞
宗
各
派
、
B
蓮
各
派
、
宮
の
御
徳
を
偲
ん
で
嚴
肅

に
執
行
さ
れ
た
。

和
宮

は
、

勤
皇
、こ
排
佛
毀
釋
は

不
可
分
の
當
時
に
當
り
て
、

嚴
然
-こ
し
て
佛
式
の

逡
経
の
儀
を
遣
命
し
玉

へ
り
、

當
時
の
三
縁
山
は
事

實
上
之
が
爲
に
復
活
し
た
り
、
牟
世
紀
の
今
旧
、

歡
運
否
塞
の
縁
山
も
今
や

一
躍
し
て
現
代
教
化
に

一
大
活
動
を
記
す
曙
光
・こ
も
認
め
ら
れ

る
。高

楠
博
士
は
宮
を
佛
法
再
興
、
護
法
の
女
神
・こ
し
て
讃
美
さ
れ
し
は
洵
に
適
切
な
り
、

今
寺
院
が
葬
儀
法
要
の
勤
修
、
舊
例
を
追
ふ
て
襄

0

へ
す
、
寺
門
の
維
持
經
營
之
に
由
り
て
安
固
な
る
も
の
、

實

に
宮
の
遺
澤
に
出
す
、こ
云
ふ
も
可
な
り
。
九
條
武
子
の
奉

賛
歌
に

み

こ
乂
う
に
不
滅
の
光
か
玉
や
け
ば

身
を
も
人
を
も
て
ら
し
た
ま

へ
り
。

ε
詠
じ
て
ゐ
る
、
洵
に
よ
く
そ
の
眞
容
を
描
が
い
て
ゐ
る
。

吾
等
は

一
暦
の
潟
仰
を
奮
起
し
て
、
そ
の
盛
徳
を
讃
仰
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

⑤ ④ ③ ② ①

壷

月
全
集
下
卷
、
縁
山
特
輯
號
「
靜
寛
院
宮
記
念

號
」
。

利
宮

樣
御
留
、
御
深
曾
↓小
御
覦
之
留
一、
御
雛
滿

里

の
留
9

徳

雷
}淺
出
旧
薯
「
維
新
精
紳
史

」
の
研
究
。

岩
倉

公
實

認
上
卷
、
徳

川
慶

喜
公
傳

第
四
卷
、
徳

富
氏
「
近
世

β
本
國
民
史
第
四

十
五
。
」

和
宮
素
・礬
書
(
萬
延
元
年

八
月

八
日
條
)
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⑥●o⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨

「
よ
そ
ほ
は
ん
心
も

い
ま
は
あ
さ
か

エ
み
む
か
ふ
か
ひ
な
し
た

が
た
め

に
か
は
」
。

「
封
鏡

」

「
お
ろ
か
な

る
心
の
か
け
も
う

っ
る

や
と
は
ち

っ
瓦
む
か
ふ
あ
さ
か

エ
み
か
な
」
。

靜
寛
院
宮

日
誌

明
治
元
年

三
月

十
日
條
。

樹
下
氏

の
「
和
宮

の
御
生
涯
」
。
桑
原
氏

の
「
和
宮

の
御
事
蹟

」

明
治

二
年
御
歸
洛

の
際

の
御
詠

に
「
あ

は
れ
ぞ

に
見

せ
し
皇
紳
ま

せ
し
世

の
御
影
を
だ
に

も
知
ら

ぬ
う
き
鈞
を
」
と
あ
る
。

御
側
日
詑
。
又
古
老

の
口
傳

に
京
都
鞍
馬

ロ
上
善
寺

に
結
縁
大

五
霓
あ
り
、
宮

は
理
譽
秀
瑞
勸
識
師
と
な
り
御
授
戒

さ
れ

し
と
傳

ふ
。

孝
明

天
皇
御
事
績
紀
。

知
恩
院
史
。

増

上
寺
護
國

殿

に
安

置
さ
れ
、
徳

川
家
康

の
念
持
彌
陀
如
來

に
し
て
武
邇
長
久

の
崇
拜
厚

し
。

元
治
元
年
上
洛

の
時
は
知
恩
院

に
詣
し
、
大
鐘
を
打
ち
、
甚

五
郎
笠
等
を
親
、
後

金
子

を
献

じ
た
と
一訴
ふ
、
知
恩
院
藏

の
參

府
録

に
耙
鋲
あ
り
と
云

ふ
。

縁
山
特

輯
號
「
靜
寛

院
宮
詛
念
號
」
。
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